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平成１９年第２回相楽郡広域事務組合議会定例会会議録 

 

○招集年月日  平成１９年１１月１９日（月） 

 

○告示年月日  平成１９年１１月１２日（月） 

 

○招集の場所  相楽会館 会議室 

 

○開   会  平成１９年１１月１９日（月） 午後２時００分 

 

○閉   会  平成１９年１１月１９日（月） 午後５時３０分 

 

○出 席 議 員（１３名） 

     １番  炭 本 範 子        ２番  酒 井 弘 一 

     ３番  阪 本 明 治        ４番  山 本 喜 章         

５番  坂 本 俊 廣        ６番  山 口 勝 己 

７番  坪 井 久 行        ８番  今 方 晴 美  

９番  青 山 まり子       １０番  木 村 浩 三      

１１番  山 本 敏 一       １３番  北     猛        

１４番  奥 野 卓 士            

    

○欠 席 議 員（１名） 

    １２番  小 西   啓 

 

○会議録署名議員 

３番  阪 本 明 治        ４番  山 本 喜 章 

 

○地方自治法第１２１条の規定により説明のため出席した者の氏名 

代表理事（精華町長）   木 村   要 

   理事（木津川市長）  河 井 規 子   理事（笠置町長）  中 西   巖   

理事（和束町長）   堀   忠 雄   理事（南山城村長） 手 仲 圓 容 

収入役（精華町副町長） 松 尾 清 敏   
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○事務局職員出席者 

    事務局長  林   幸 造       主幹  福 田 全 克 

      主査  國 子 慶 順 

 

〇議 事 日 程 

第１  会議録署名議員の指名 

    第２  会期の決定 

    第３  副議長の選挙 

    第４  議席の指定 

    第５  相楽郡広域事務組合議会運営委員会委員の選任の件 

    第６  認定第 １号 平成１８年度相楽郡広域事務組合一般会計歳入歳出決算認定の件 

認定第 ２号 平成１８年度相楽地区ふるさと市町村圏振興事業特別会計歳入歳

出決算認定の件 

第７  議案第１３号 職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する条例の件 

第８  議案第１４号 相楽郡広域事務組合議会の議員その他非常勤の職員の公務災害補

償等に関する条例の一部を改正する条例の件 

        議案第１５号 相楽郡広域事務組合特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用

弁償に関する条例の一部を改正する条例の件 

第９  議案第１６号 相楽郡広域事務組合職員の給与に関する条例の一部を改正する条

例の件 

第１０ 議案第１７号 相楽郡広域事務組合分担金条例の一部を改正する条例の件 

第１１ 議案第１８号 相楽郡広域事務組合廃棄物の処理及び清掃に関する条例の一部を

改正する条例の件 

    第１２ 議案第１９号 平成１９年度相楽郡広域事務組合一般会計補正予算（第１号）の

件     

 

〇追加議事日程 

第１  閉会中の継続審査の件 
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平成１９年第２回相楽郡広域事務組合議会定例会 
平成１９年１１月１９日（月） 

                          相楽会館 会議室 

 

（午後 ２時００分 開会） 

○議長   それでは皆さん、こんにちは。 

  ただいまの出席議員数は１３名であります。 

  定足数に達しておりますので、ただいまから平成１９年第２回相楽郡広域事務組合議会定例会

を開会いたします。 

  なお、和束町議会の小西議長が公務のため欠席されていますので、ご報告申し上げます。 

  朝晩めっきり寒くなりました。議員の皆様方には、公私極めてご多用の中、ご参集賜りまして、

厚く御礼申し上げます。 

  経済は好景気が続いておりますが、国や地方の財政状況は年々悪化しておりまして、国・地方

の借金は約９００兆円余りとなり、危機的な財政状況でもあるわけでございます。本広域事務組

合を構成している各市町村におきましても、大変厳しい実情にあると思われます。 

  このような状況下で地方分権が進む中、意思決定を担う議会の重要性が高まっているわけでご

ざいます。二元代表制や議会の機能及び政策機能を強化し、議会の活性化を図っていくことが求

められているわけでございます。本組合議会の運営におきましても、深いご理解とご協力を賜り

ますようお願い申し上げる次第でもあります。 

  さて、本日提案されている案件は、平成１８年度決算認定及び平成１９年度補正予算並びに条

例改正の９件であります。いずれも重要な案件でございますので、慎重なご審議の上、適切妥当

な結論を得られますようお願いいたします。 

  開会のごあいさつとさせていただきます。 

  会議に先立ち、去る５月２８日第１回臨時議会以降、新たに当組合議会議員にご就任されまし

た方をご紹介申し上げます。 

  お名前を申し上げますのでその場で起立の上、簡単にごあいさつをお願いしたいと思います。 

  南山城村議会議員の北猛さんです。 

○北議員   どうも、初めてでございますので、よろしくお願い申し上げます。 

○議長   ありがとうございました。 

  ただいまから、本日の会議を開きます。 

  代表理事からあいさつを受けたいと思います。 

  木村代表理事、どうぞ。 

○木村代表理事   皆さん、こんにちは。 

  平成１９年第２回相楽郡広域事務組合議会定例会をお願いいたしましたところ、皆様方にはご
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多用な中ご出席をいただき、誠にありがとうございます。 

  また、平素は当組合運営に何かとご理解、ご協力を賜っておりますことに対しまして、この場

をおかりいたしまして厚くお礼を申し上げます。 

  さて、去る１０月２２日開催の「平成１９年度第５回理事会」におきまして、任期満了に伴う

代表理事の改選が行われ、理事の互選によりまして、再度、代表理事に就任させていただきまし

た。任期は申し合わせによりまして２年間でございます。議員の皆様方には、引き続きましてご

支援、ご協力、ご理解を賜りますよう、よろしくお願いを申し上げます。 

  また、６月２４日に行われました南山城村村長選におきまして、見事ご当選されました手仲村

長さんを新たに当組合理事にお迎えし、現在まで理事会運営にあたってくださっております。そ

して、７月６日からは南山城村議会の北議長様が当組合議会の議員として選出され、本日、ご出

席をいただいていおります。 

  さて、構成市町村の財政は、景気の回復傾向にあるものの、交付税の抑制や社会福祉費の増加

等により、厳しい状況が続いております。そうした中、財源約７０％を構成市町村の分担金に依

存している当組合といたしましては、事務の効率化を図りながら効果的な組合運営を目指し、経

常経費の徹底した節減により歳出を抑える一方、し尿処理事業を中心に、地域住民の期待に的確

に答えられるよう、各種事業に取り組んでいるところであります。 

  ここで、５月２８日に開催いたしました臨時議会以降の当組合の主な内容について、ご報告を

申し上げます。 

  まず、大谷処理場運転維持管理業務につきましては、平成１７年度より「下水道の整備等に伴

う一般廃棄物処理業等の合理化に関する特別措置法」いわゆる「合特法」の趣旨を踏まえた措置

として、し尿・浄化槽汚泥収集運搬業者８社で構成されます「京都南部環境事業協同組合」に委

託して、業務を遂行しているところでございます。今年度から職員を１名常駐させ、適正に業務

が遂行されているかについての監視を強化するとともに、毎月２回、週次会議と月例報告会を定

期的に行い、監督・指導しているところであります。 

  これらのことによりまして適正な処理業務が行なわれ、最終の放流水及びダイオキシン類につ

いても基準値を下回る結果となっております。 

  次に、し尿くみ取り料金の改正についてであります。各市町村からの代表者、学識経験者で構

成されます「衛生手数料等適正化委員会」を設置し、７月から４回にわたり適正料金についての

検討が行われ、去る１０月２２日に答申をいただきました。その答申では、原価計算によります

と１０リットル当たり１１４円４１銭となりますが、現時点においては１０リットル当たり１

１０円、消費税込みが適正であると考えられる。そのため、今回１０リットル当たり１０円を引

き上げることが必要であると判断するという内容で答申をいただきました。 

  理事会といたしましては、この答申を重く受けとめ、さまざまな状況を総合的に勘案し、慎重

に審議いたしました結果、１０リットル当たり１１０円が適正料金であり、その改定を住民への
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周知を含むご理解をいただける間、平成２０年１０月１日からとすることで、本日提案させてい

ただくものでございます。 

  次に、相楽会館の維持運営についてであります。平成１７年度から１８年度にかけまして、各

町村の総務担当課長等により構成されます「相楽会館の今後のあり方検討会」において、相楽会

館の今後のあり方についての方策が検討されてきました。それを受けまして、５市町村の企画担

当課長で構成されます「相楽地区広域行政の今後のあり方検討会」を設置し、広域的な観点から

利活用の方策がないかについて検討が行われており、今年度中には相楽会館の維持運営について

の方針を決定したいと考えているところでございます。 

  次に、相楽地区環境施設整備検討会についてであります。 

  相楽郡内における環境施設整備に関する確認書は、平成８年２月２６日に当時の７カ町村長に

より確認をされており、その後、約１１年が経過しており、相楽地域を取り巻く環境や、ごみの

広域化計画を初め、国・京都府の方針も変化してきているところであります。このような状況か

ら、相楽地区における環境施設整備に当たり、今日的な内容に見直しを図るため、構成市町村の

衛生担当課長及び西部塵埃処理組合、東部じんかい処理組合事務局長を委員とし、オブザーバー

に京都府山城広域振興局木津総務室長にもご出席いただき、検討をさせているものであります。

現在、３回の委員会が開催され、今年度中に答申を取りまとめるとのご報告を受けております。 

  次に、当組合の分担金の今後のあり方についてでございます。分担金の負担割合については、

昨年度から財政担当課長会議を重ねて検討された結果に基づきまして、理事会において確認をし

たところであります。負担割合の原理原則としまして、「受益に応じた負担をする」ということ

であります。組合運営にかかる共通経費（議会費、理事会費、一般管理費、公平委員会費、監査

委員費等）については、業務ごとに割合、広域圏３０分の８、相楽会館３０分の２、し尿処理

３０分の２０を乗じて按分するとともに、今後、西部地域で公共下水道が進みまして、処理の減

少や今後の大規模修繕によります大谷処理場運転維持管理費の東部地域での負担増を避けるため

に、広域的な観点から市町村財政担当課長会議において検討を重ねてまいりました。平成１９年

２月１９日には、基本的な考え方につきまして、当時の７カ町村長が確認書を交換いたしました。

その細部について、今年度財政担当課長会議において検討がなされ、平成２０年度以降の分担金

の取り扱いについて、１０月２６日開催の理事会におきまして、全員一致で確認をしたところで

ございます。 

  最後に、相楽地区ふるさと市町村圏振興事業につきましてでございます。この事業は、ご存じ

のように７億円の基金の運用益をもってソフト的な事業を推進しておりますが、その中でも、中

核的な事業といたしまして、地域の担い手づくりを目指した「相楽ふるさと塾」を実施しており

ます。第１４期となります平成１９年度におきましても、相楽圏域から３２人が受講され、７月

から９回の講座を開催し、１１月１０日には修了式を開催し、３１人の受講生が修了されました。

また、相楽地区ふるさと市町村圏計画につきましては、今年度中に策定をして、現況調査、各市
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町村長の意見聴取を初め、策定業務を進めているところであります。３月定例会には、議会に提

案できるよう取り組んでいるところでございます。 

  さて、今定例議会にご提案申し上げます議案は、平成１８年度一般会計歳入歳出決算認定及び

特別会計歳入歳出決算認定、相楽郡広域事務組合分担金条例の一部改正など９件であります。ご

審議の上、可決認定いただきますようお願い申し上げます。 

  以上で、ご報告を申し上げまして、開会にあたりましてのごあいさつとさせていただきます。 

どうぞよろしくお願いいたします。終わります。 

○議長   ありがとうございました。 

  議事日程をご報告申し上げます。 

  本日の議事日程は、あらかじめお手元に配付したとおりであります。 

  会議録署名議員の指名を行います。 

  会議規則第１１２条の規定により、議長において指名いたします。 

  ３番阪本明治議員、４番山本喜章議員を指名いたします。 

  日程第２ 会期の決定を議題といたします。 

  お諮りします。本定例会の会期は、去る１１月６日開催の議会運営委員会において、本日１日

間とすることで決定しておりますが、これにご異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長   異議なしと認めます。 

  よって、本定例会の会期は、本日１日間に決定いたしました。 

  日程第３ 副議長の選挙を行います。 

  お諮りいたします。選挙の方法につきましては、地方自治法第１１８条第２項の規定により、

指名推選を行いたいと思います。 

  これにご異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長  異議なしと認めます。 

  よって、選挙の方法は指名推選によることに決定いたしまいた。 

  お諮りいたします。指名の方法につきましては、議長が指名することにいたしたいと思います

が、ご異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長  異議なしと認めます。 

  よって、議長が指名することに決定いたしました。 

  さらにお諮りをいたします。 

  指名に当たりましては、各市町村議会の議長を選考委員にし選考いたしたいと思います。 

なお、和束町議会にあっては小西議員が欠席されておりますので、山口議員を選考委員にいた
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したいと思いますが、これにご異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長   異議なしと認めます。 

  したがって、各市町村議会の議長を選考委員とすることに決定いたしました。 

  各市町村議会の議長さんは、隣の読書室にお集まりをいただきたいと思います。 

  暫時休憩いたします。 

（暫時休憩） 

○議長   それでは、休憩前に引き続いて会議を開きます。 

  選考代表者から選考の結果について、ご報告を願います。 

  木村議長、どうぞ。 

○１０番木村議員   木津川市議会の木村でございます。私の方から選考の結果をご報告申し上

げます。 

  慎重審議の結果、南山城村議会の北猛議員を副議長に選考いたしたいと思いますのでご報告を

申し上げます。 

  以上でございます。 

○議長   ありがとうございました。議長に指名することに決定しておりますので、ただいま選

考代表者からの報告のとおり、副議長に北猛議員を指名いたします。 

  お諮りいたします。ただいま、議長において指名しました北猛議員を副議長の当選人と定める

ことにご異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長   異議なしと認めます。 

  よって、ただいま指名しました北猛議員は副議長に当選されました。 

  ただいま、副議長に当選されました北猛議員が議場におられますので、会議規則第３２条第２

項の規定により当選の告知をいたします。 

  副議長の当選承諾とあいさつをお願いしたいと存じます。 

  北猛議員、どうぞ。 

○北議員   失礼いたします。初めて来させていただいて、副議長というような大役を仰せつか

ってしまいました。頑張って広域事務組合の運営が、うまく処理できますように、ひとつ議長、

関係者とともに頑張っていきたいと思いますので、ひとつよろしくお願いいたします。 

○議長   日程第４ 議席の指定を行います。 

  議席は会議規則第４条第１項の規定により、議長において指定することになっています。よっ

て、議長において議席を指定いたします。 

  北猛議員の議席を１３番に指定いたします。 

  議席番号の入った名札と差しかえいたします。しばらくお待ちください。 
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  日程第５ 相楽郡広域事務組合議会運営委員会委員の選任の件を議題といたします。 

  南山城村議会の手仲圓容前議長が６月１１日付で議員を辞職された関係で、現在、委員が１名

欠員となっております。したがいまして、去る１１月６日の議会運営委員会において、南山城村

議会選出委員につきましては、北猛議員を議会運営委員会委員に推薦することになりました。 

  お諮りいたします。北議員を議会運営委員会委員に選任することにしてよろしいか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長   異議なしと認めます。 

  よって、北議員を議会運営委員会委員に選任することに決定いたしました。 

  日程第６ 認定第１号 平成１８年度相楽郡広域事務組合一般会計歳入歳出決算認定の件及び

認定第２号 平成１８年度相楽地区ふるさと市町村圏振興事業特別会計歳入歳出決算認定の件を

一括して議題といたします。 

  議案の朗読を省略し、直ちに代表理事より提案理由の説明を求めます。 

  木村代表理事、どうぞ。 

○木村代表理事   それでは、認定第１号と認定第２号を提案させていただきます。 

  認定第１号 平成１８年度相楽郡広域事務組合一般会計歳入歳出決算認定について。 

  平成１８年度相楽郡広域事務組合一般会計歳入歳出決算認定について、地方自治法第２３３条

第３項の規定により、別添のとおり監査委員の意見を添付して議会の認定を求めるものでござい

ます。 

  平成１９年１１月１９日提出。 

                           相楽郡広域事務組合代表理事 

  提案理由でございます。平成１８年度一般会計決算の結果は、歳入総額は６億７,８６２万

２,３７３円となり、その中で主な財源といたしましては、構成町村の分担金及び負担金で、４

億９,２５２万６,０００円であります。総額の７２.５％を占めております。  

また、使用料及び手数料で１億７,３１３万２,２１０円であり、２５.５％を占めております。 

  一方、歳出総額は６億６,５５４万４,９７２円となり、中でも衛生費で３億７,４３２万

２,０２５円、５６.２％、公債費で２億５,７００万７,７５２円、３８.６％を占め、衛生費と公

債費と合わせて歳出総額の９４.８％を占めております。歳出予算額に対する執行率は、９

７.０％になっております。したがいまして、歳入歳出差引額は、１,３０７万７,４０１円となり、

同額が実質収支額となっております。 

  続いて、認定第２号、平成１８年度相楽地区ふるさと市町村圏振興事業特別会計歳入歳出決算

認定の件の提案説明を申し上げます。 

  認定第２号 平成１８年度相楽郡ふるさと市町村圏振興事業特別会計歳入歳出決算認定につい

て。 

  平成１８年度相楽地区ふるさと市町村圏振興事業特別会計歳入歳出決算について、地方自治法
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第２３３条第３項の規定により、議会の認定を求めるものでございます。 

  平成１９年１１月１９日提出。 

                           相楽郡広域事務組合代表理事 

  特別会計決算結果は、歳入総額で３９２万１,７８５円となり、その中で主な財源といたしま

しては、財産収入の２１１万５,３７６円で５３.９％、繰入金で１７０万円で４３.３％を占めて

おります。また一方、歳出の総額は２２２万５２５円となり、歳出予算額に対する執行率は７

２.３％になります。したがいまして、歳入歳出差引額は、１７０万１,２６０円となり、同額が

実質収支額となっております。 

  以上、平成１８年度一般会計及び特別会計決算の概要を申し上げまして提案説明といたします。

なお、詳細につきましては、事務局から説明をさせますので、どうかご審議の上、原案どおり認

定をいただけますようお願いを申し上げます。 

  終わります。 

○議長   提案理由の説明が終わりましたが、補足説明を事務局からお願いいたします。 

○福田主幹   事務局の福田でございます。よろしくお願いいたいます。 

  まず、認定第１号、平成１８年度相楽郡広域事務組合一般会計歳入歳出決算認定につきまして、

補足の説明を申し上げます。 

  それでは、事項別明細書により説明をいたします。５ページ、６ページをお開き願いたいと思

います。 

歳入でございますが、一番下にございます歳入合計欄にありますように、予算現額６億８,６

３４万７,０００円に対しまして、調定額、収入済額ともに６億７,８６２万２,３７３円で、予算

現額に対しまして、７７２万４,６２７円、率といたしまして１.１％の減となっております。ま

た収入済額は前年度に比べまして、３,２７７万７５円、４.６％の減となっております。 

  ３ページ、４ページにちょっと戻っていただきたいと思います。１款分担金及び負担金では、

４億９,２５２万６,０００円のうち、町村分担金では２億３,８１７万１,０００円となり、相楽

会館分担金が３,４０５万２,０００円、し尿処理分担金が２億４１１万９,０００円となっており

ます。また、公債費分担金といたしまして、これは備考欄にありますように加茂町一括算入によ

ります交付税分ですが、１億３,６５５万５,０００円となってございます。処理場更新公債費分

担金としまして、１億１,７８０万円となっております。なお、分担金及び負担金は、歳入総額

の７２.５％を占めてございます。それぞれの分担金と歳出にあたりましては、概要説明の中に

ありますとおり、市町村別がございまして、それぞれ市町村別にありましても、分担金条例に基

づき算出したものでございます。 

  ２款使用料及び手数料の収入済額が１億７,３１３万２,２１０円で、前年度に比べまして

１,７０６万３,６７８円、９.０％の減となってございます。その主な原因としましては、清掃手

数料、くみ取り手数料になりますが、１億７ ,２３６万４ ,１００円、前年度に比べまして
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１,７０８万８８８円、９％の減によるものが主な内容でございます。 

  ３款繰越金は、前年度からの繰越金でございまして、１,２６１万７,１４９円であります。 

  次に５ページ、６ページをお開き願いたいと思います。 

  ４款諸収入でございます。３４万７,０１４円であり、預金利子で６万８,７０８円、雑入で２

７万８,３０６円となってございます。雑入の内訳につきましては、備考欄に記載したとおりで

ございます。 

  以上が歳入でございます。 

  続きまして、歳出についてご説明申し上げます。 

  恐れ入ります、１１ページ、１２ページの方をごらんいただきたいと思います。 

  一番下の歳出合計欄にもありますように、予算現額６億８６３４万７,０００円に対しまして、

支出済額は６億６ ,５５４万４ ,９７２円で、９７％の執行率。不用額につきましては、

２,０８０万２,０２８円となりました。 

  それでは恐れ入ります、若干戻っていただきます。７ページ、８ページをお願いいたします。 

  １款の議会費でございます。支出済額は５６万３,１６０円で、不用額は４万８,８４０円とな

っております。支出の主な内容につきましては、議員報酬、旅費等でございまして、定例会を２

回、議会運営委員会３回開催をいたしております。不用額の主な内容は、議会、委員会の旅費で

ございます。 

  ２款総務費では、支出済額は３,３６５万２,０３５円で不用額は６６万９,９６５円となってご

ざいます。１目の理事会費で４１万８,６８０円、理事の報酬、旅費等でございます。理事会を

計画どおり８回開催をいたしております。２目一般管理費で３,３１８万５７５円でございまし

て、支出の主な内容は、事務局職員４人の人件費、公平委員会費、相楽会館の電気代や維持管理

経費等でございまして、不用額は６４万２,４２５円で、主に印刷製本費の減、相楽会館の利用

減によります会館清掃等の減によるものでございます。 

  次に、３款衛生費でございます。９ページでございます。衛生費では、支出済額は３億７,４

３２万２,０２５円で、歳出総額の５６.２％を占めております。また、不用額は８０６万５,９７

５円となってございます。１目清掃総務費では、支出済額が４７万６,６５０円で、大谷処理場

の災害共済保険料等となっております。 

１１ページ、１２ページをごらんいただきたいと思います。２目のし尿処理費です。支出済額

は３億７,３８４万５,３７５円であります。そのうち、委託料で３億７,３０２万８,３７５円で

ありまして、し尿収集運搬業務の委託料で１億５,２１１万４,１８４円、これは管内市町村のし

尿くみ取り業務につき６業者に委託をしているものでございまして、１万５,２２５.９キロリッ

トルの収集にかかる委託料でございます。前年度と比べまして、１,８３１万７,５６９円、

１０.８％の減、収集量といたしまして１,８３７キロリットル、２,８００リットルのバキューム

車で換算いたしますと、約１,０２０台分の減となってございます。 



 

11 

  次に、大谷処理場運転維持管理委託料で２億１,３２８万４,４００円でございます。先ほどの

代表理事のあいさつにもありましたとおり、「合特法」の代替措置として「京都南部環境事業協

同組合」に委託をしたものでございます。前年度と比較をしますと、前年度の委託額が２億７２

３万円でありましたので、２,０１８万２,０００円、８.６％の減となってございます。減となり

ました主な要因は、委託費の水質、大気分析業務、特殊委託費の清掃汚泥処分業務など、５つの

業務を包括委託から除外をいたしまして、組合が直接委託したために、約７６０万円の減。その

他、処理量の減によります薬品費、電力費等の減によるものが主な内容でございます。なお、不

用額は７６７万９,６２５円で、その主な理由は、１３節の委託料におきまして、不用額７４５

万４,６２５円となっておりますが、し尿収集運搬委託料の減でありまして、３月の補正予算に

おきまして減額をいたしましたけれども、その搬入量予測が１万５,９００キロリットルより６

７４.１キロリットル少ない１万５,２２５.９キロリットルとなったためでございます。 

  ４款公債費では、支出済額は２億２,１２７万８,０５９円となり、前年度と同額となってござ

います。これらは、平成１０年度から１２年度にかけまして、大谷処理場の更新工事、改修にか

かる財政融資資金の元利償還、また平成１４年度に実施をいたしました水源地改修工事にかかり

ます郵便貯金資金の元利償還でございます。なお、組合債は、元金で２７億４,２５０万円、利

子で４億７,２０６万１,３１９円、合計３２億１,４５６万１,３１９円となっておりますが、平

成２７年度の償還完了まで、あと９年間、構成市町村の分担金をもって償還をしていただくこと

となってございます。なお、平成１８年度末での償還済額は、約１３億１,１００万円で、未償

還金額は約１９億３００万円となってございます。 

  ５款予備費でございますが、支出はございませんでした。したがいまして、不用額が

１,２０１万６,０００円ということになってございます。 

  １３ページをお開き願いたいと思います。実質収支に関する調書でございます。歳入済額６億

７,８６２万２,３７３円、支出、歳出総額６億６,５５４万４,９７２円、歳入歳出差引額で

１,３０７万７,４０１円となりまして、翌年度への繰越財源はございませんので、このまま実質

収支額も同額の１,３０７万７,４０１円となってございます。 

  また、１４ページの方には財産に関する調書ということで、土地、建物、物品ともに、平成１

８年度の増減はございませんでした。 

  以上が一般会計の決算の内容でございます。 

  続きまして、認定第２号につきまして、補足の説明を申し上げたいと思います。 

  恐れ入ります。認定第２号の３ページ、４ページお開き願いたいと思います。事項別明細書に

より説明をいたします。 

  まず歳入でございますが、一番下にございます歳入合計欄にありますように、予算現額３０７

万円に対しまして、調定額、収入済額ともに３９２万１,７８５円で、予算現額に対しまして、

８５万１,７８５円、率として９７.７％の増となっております。また、収入済額は前年度と比べ
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まして４５万５,７４１円、１３.１％の増となっております。 

  １款財産収入では、２１１万５,３７６円となりまして、７億円の基金運用益などとなってご

ざいます。なお、財産収入は、収入総額の５３.９％を占めております。 

  ２款繰入金は１７０万円で、前年度に比べまして３６万６,０００円、１７.７％の減となって

おります。 

  ３款繰越金は、前年度の繰越金でございまして、２万１,７１８円でございます。前年度に比

べ、８万８,６３８円、８０.３％の減となっております。 

  ４款諸収入でございます。８万４,６９１円、預金利子等でございます。 

  以上が歳入でございます。 

  続きまして、歳出の説明を申し上げます。 

  ５ページ、６ページをお願いいたします。 

  一番下の欄でございますが、歳出合計欄にもありますように、予算現額３０７万円に対しまし

て、支出済額は２２２万５２５円で、７７.３％の執行率、不用額は８４万９,４７５円となりま

した。 

  １款振興費では、支出済額は２２２万５２５円で、不用額は８１万５,４７５円となっており

ます。支出の主な内容は、広域圏だより「だい好き！そうらく」を全戸配布２回を配布したこと、

また「相楽ふるさと塾」の事業運営費、第１４回相楽の文化を創るつどい開催の事業補助金等で

ございます。１目振興総務費では３９万７,７７６円、全国ふるさと市町村圏協議会費の負担金

などでございます。前年度に比べまして２３万９,８３２円、３７.６％の減となっておりますが、

印刷製本費等の減によるものでございます。２目事業推進費では、８４万３,７８０円。支出の

主な内容は、広域圏だより「だい好き！そうらく」を６月１日号、１月１日号と年２回発行し、

全戸配布いたしました。歳出総額の３８％を占めております。３目事業費では、４３万９,９８

２円。支出の内容は、「相楽ふるさと塾」の事業運営費、組合ホームページのサーバー維持管理

委託料などによるものでございます。歳出総額の１９.８％を占めております。前年度に比べま

して４４万９,８９３円、５０.６％大幅に減となってございますが、減となった主な要因は、事

業を縮小せず充実をし、さらに経費節減を図った結果、「相楽ふるさと塾」で３０万３,０００円

の減となり、その主な内容は広域活動計画の作成を、従来、印刷会社に外注していたのを事務局

で印刷したため、また「ホームページ」につきましても、従来１社でお願いしていたんですが、

３社見積りをいたしました結果、１４万３,０００円の減額したことが理由でございます。４目

広域的事業推進費では、５３万８,９８７円、支出の主な内容は、第１４回相楽の文化を創るつ

どい開催の事業補助費でございます。歳出の２４.３％を占めてございます。 

  ２款予備費でございますが、支出はございませんでした。したがいまして、不用額は３万

４,０００円となっております。 

  ７ページをお願いいたします。実質収支に関する調書でございます。歳入総額３９２万１,７
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８５円、歳出総額２２２万５２５円、歳入歳出差引額１７０万１,２６０円、翌年度より繰り越

すべき財源はございませんので、実質収支額も同額の１７０万１,２６０円となってございます。 

  ８ページをお願いします。平成１８年度末における相楽地区ふるさと市町村圏振興事業特別会

計財産に関する調書でございます。「相楽地区ふるさと市町村圏振興事業基金」は、前年度末現

在高７億１,１５８万４,０００円、決算年度中増減高△１７０万円、決算年度末現在高、７億９

８８万４,０００円となっております。なお、平成１９年１０月４日に監査委員によります決算

審査が行われまして、別紙のとおり監査意見をいただいており、これを十分に尊重いたしまして

今後とも広域的な財政運用に努めてまいりたいと考えております。 

  以上で、認定第１号及び認定第２号につきましての説明を終わらせていただきたいと思います。 

  どうぞよろしくお願いいたします。 

○議長   以上で議案の提案理由の説明を終わりました。 

  これより決算審査の監査報告を監査委員に求めます。 

  木村浩三監査委員。 

○木村監査委員   監査委員を代表いたしまして、私の方からご報告させていただきます。 

  平成１８年度相楽郡広域事務組合決算審査意見書を朗読をもって報告とさせていただきます。

なお、議長にお許しをいただいておりますが、訂正箇所がありますので、皆様方にお読み申し上

げ訂正をいたしたいと思います。 

  ３ページの上から２行目のところです。公債費で３６.８％となっておりますけれども、３

８.６％の誤りでございます。以上で、よろしくお願いを申し上げます。 

  それでは、審査の内容をご報告申し上げます。 

  審査の対象は平成１８年度相楽郡広域事務組合一般会計歳入歳出決算書及び平成１８年度相楽

地区ふるさと市町村圏振興事業特別会計歳入歳出決算書です。 

  審査の期日は、平成１９年１０月４日木曜日、午前９時３０分から午後３時まで行いました。 

  審査の手続につきましては、この決算審査にあたっては、相楽郡広域事務組合代表理事から提

出された各会計歳入歳出決算書、歳入歳出決算事項別明細書、実質収支に関する調書について、

計数に誤りはないか、財政運営は健全か、財産管理は適正か、さらに予算の執行については関係

法令に従って効率的になされているかなどに主眼を置き、毎月実施しております例月出納検査を

参考にし、関係帳簿及び証拠書類との照合、その他必要とされる書類等の提出を求め、関係職員

から説明を受けるなどして実施をいたしました。 

（テープ反転） 

決算事項別明細書、実質収支に関する調書及び財産に関する調書は、関係法令に準拠して作成され

ており、決算計数は関係帳簿及び関係書類と照合した結果、すべ

て適正に処理されていることが認められた。 

  決算規模、平成１８年度一般会計及び特別会計の決算は、２ページに掲載のとおりでございま



 

14 

す。 

  それでは一般会計の方から申し上げます。一般会計では、大谷処理場運転維持管理業務、し尿

収集運搬委託業務などを中心に、日常業務が円滑に処理されていることは評価できる。 

  特に、今年度の特徴として、衛生費で一般会計全体の５６.２％を占める上に、平成１７年度

から大谷処理場水源地更新工事にかかる平成１４年度一般廃棄物処理事業債借入分の元金償還が

始まったことから、公債費で３８.６％と大きくウエートを占めていることが上げられる。 

  し尿収集業務では、大谷処理場への搬入量は２万６１４７キロリットルで、前年度に対して

１,２８３キロリットル、率で約５％の減量となっており、内訳といたしましてはし尿搬入量は

１万５,２２６キロリトルで、前年度に対して１,８３７キロリットルの減少となり、浄化槽汚泥

搬入量は１万９２０キロリットルで前年度に対して５５４キロリットルの増加となった。 

  また、大谷処理場運転維持管理業務については、「下水道の整備等に伴う一般廃棄物処理業等

の合理化に関する特別措置法」の趣旨を踏まえた措置としての代替業務として、し尿収集運搬業

者等で組織する「京都南部環境事業協同組合」と委託契約をしているが、施設整備にかかる各種

工事、修繕等の施工については、必要最小限の範囲で計画的に実施されており、合理的な設備機

器の管理が行われており、水質等の設計基準地を十分に満たす安定的な運転処理を行なっている。 

  今後、組合構成市町における下水道による水洗化率の向上により、全体搬入量が年々減少する

ことは予想されるものの、施設整備にかかる各種工事、修繕等の維持補修費が増大することも予

測される中で、構成町村の衛生担当課長で構成される「し尿処理事業の今後のあり方検討会」に

おいて６回の協議がなされ、平成２９年度にはし尿と浄化槽汚泥の搬入量比率が逆転して、浄化

槽汚泥の搬入量が多くなる見込みであり、平成３２年度には１日７６キロリットルの処理能力に

対して、約５０％の搬入量となり、また、前処理機である破砕機など、平成１０年度から使用し

ているために経年劣化が進み、取りかえ工事が必要となってきているものもあり、今後とも日常

的な点検業務や定期的な維持修繕工事をしていくこととあわせて、水処理施設は一定の時期に施

設全体の大規模な修繕、取りかえ工事は避けることができないといった報告がなされている点か

らも、的確な財政見通しの上に立った事業計画を樹立し、より一層の合理的かつ効率的な事業運

営に配慮し、施設の安全管理などにも十分留意をされたい。 

  次に、相楽会館管理委託業務については、会館から３１年を経て施設は老朽化が進み、しかも

利用者用の駐車場もなく、さらに周辺に同様の施設が相次いで完成したこともあり、本年度の利

用者は９,１００人となり、平成２年度のピーク時の約４５％となっている。このような状況の

中で、今後の維持運営にかかる課題と方策を検討するため、構成町村の担当課長で構成する「相

楽会館の今後のあり方検討会」を設置し、４回の委員会を開催し検討され、用途変更の手続等に

ついて掘り下げて検討がなされたところであるが、広域行政の観点からの利活用の方策がないか

など、最善の方策について具体的に協議を進められ、相楽会館を取り巻くさまざまな状況や広域

行政の観点から慎重に審議を重ね、一定の方向性を示されることを期待する。 
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  特別会計におきまして、相楽地区ふるさと市町村圏振興事業特別会計では、「相楽地区ふるさ

と市町村圏計画」の基本計画に基づき、ふるさと市町村圏振興事業基金の運用益を活用し、圏域

の一体的な進行整備のための広域的ソフト事業を実施されている。 

  基金については金融情勢を十分に調査し、元本の維持とより多くの運用益を得ることを目標に、

安全性、確実性及び有効性を総合的に判断し、（株）南都銀行で５年定期（平成１５年から１９

年）の利率０.１８％で運用されてきた。 

  ただし、平成１８年７月のゼロ金利政策の解除による公定歩合の引き上げ、それに伴う市中金

利の上昇により基金の預けがえを行い、（株）南都銀行で５年定期の利率１.２５％を確保したこ

とは評価に値する。 

  今後の基金事業については、預金の預けがえに伴い、基金運用益が８７５万円を確保できてい

るが、引き続き金利動向を見きわめるとともに、事業展開についても「ふるさと市町村圏計画」

に基づき、相楽地域の豊かな自然環境や歴史、文化の保全と活用、地域に根差した産業、観光の

振興などさまざまな行政課題の中から、広域行政として積極的に対処するべき共通の課題につい

て、今後とも創意と工夫のある事業を展開されたい。 

  以上のとおり、予算額と執行率は、一般会計、特別会計ともに適正に執行されており、全体的

に見ても実質収支は黒字となり、財政運営は総体的に見て健全であり、適切であることが認めら

れる。 

  なお、広域事務組合にあっては、一般会計の主たる財源が構成市町村の分担金であることから、

財政運営等についての努力は見受けられるが、今後とも厳しい財政状況を踏まえて、将来を展望

した計画的な財政運営によって地域住民の生活福祉の増進に寄与されることを望むものである。 

  以上でございます。 

○議長   以上で監査報告を終わります。 

  これより質疑を行います。 

  質疑、ございませんか。 

  はい、どうぞ。 

○１４番青山議員   何点か質問させていただきたいと思います。 

  先ほど、ご説明をいただきました不用額につきましては、衛生費の不用額は簡単に言えば当初

予算よりも監査報告にもありますように、減量の分が７４５万、増額になっているということで

理解したいと思います。それから、予備費のところは１,２００万余り、これは支出がなかった

というご説明でした。その前のですね、衛生費のところの、これはこの６００万は残りの７０、

６０何ぼの、７４５万の不用額の全体の数だと思いますが、説明をいただければ、その他の不用

額について説明をいただきたいというふうに思います。 

  それから、この監査報告の中で、１７年度からそれにかかわって元利償還ということで、公債

費３８.６％ということで大きく占めているわけですが、この公債費、先ほどの説明の中ではあ



 

16 

と９年間、残り１９億３００万ですか、を返済する、分担金で返済するというご説明でしたが、

返済のピークというのはいつごろになっているのか。今が、現状が一番のピークなのか、その辺

をお聞きしたいというふうに思います。 

  それから３つ目には、この監査報告の中でも全体の搬入量が減っているという説明がありまし

た。例年以上に比べて１,２８３キロリットル。この施設はご存じのように、生し尿の分を１日

に４７キロリットル、それから汚泥の分が２９キロリットルということで、日に７６キロリット

ルという処理能力の施設ということで設置されているわけですが、この１８年間ですね、１８年

度決算は、平均、月ベースどのぐらいの、大体、月ベースで出るのか日にちで出るのかわかりま

せんが、この処理能力に対してどのぐらいなのかということがわかればお聞きをしたいと思いま

す。 

  最後にお聞きをしたいと思うんですけれども、この全体、１７年度に比べて先ほどもおっしゃ

いましたように、３,２７７万ぐらい前年度に比べて緊縮予算をしていただいて、その結果、こ

の年度途中もかなり努力をしていただいて、現在の決算に至っているという点は評価に値するか

なと思うんですが、ご存じのように、当初代表理事のごあいさつの中でありましたように、それ

ぞれの市町村の中で、広域に限らず消防組合とかあらゆるこの一部事務組合の各市町村の分担の

割合なり、負担が本当に大きいっていうことは皆さんもご承知のとおりだと思うんです。それぞ

れ、本当に努力をしなければ、私たちの村とか、特に小さい財政のところではこれ、一部事務組

合、広域に限らずこの分担の負担が全体の占める予算割合の率が大変大きいですので、そういう

点では、今後もこの一部事務組合の中身を削減していただくということは大変重要だと考えるん

ですが、１８年度の決算を見るに当たって、１９年度には先ほど代表理事の説明の中でも相楽会

館の管理の見直しであるとか、それを各担当課でずっと検討していただいて、今後、年度前には

ほぼ決定していただく等のご説明がありましたけれども、１８年度の決算を１９年度の予算にさ

らに削減する方向で検討されるという内容があれば、お聞きをしたいと思います。 

  以上です。 

○議長   事務局、答弁お願いします。 

○林事務局長   事務局の林でございます。 

  ただいまの青山議員さんのご質問にご答弁します。 

  まずは不用額の関係でございますけれども、７４５万４,１４５円のうちですね、し尿関係で

減った分については７００万、これ９０数％ですけれども、その他についてはですね、焼却灰の

処分について４万３,１００円、それから運搬、これ２万４,０００円がその他の内容でございま

す。 

  それから公債費は福田君に説明してもらいます。 

全体の搬入量の関係のご質問でございましたけれども、平成１８年度の決算の概要の１３ペー

ジにですね、詳しく１７年、１８年のし尿並びに浄化槽汚泥の月別のトータル表を掲載しており
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ます。４月、１２月、３月と、これが一応、当初の能力よりも１００％を超えているところもあ

りますけれども、全体としてはいけているということで、これ平成９年から１３年ですか、現在

の施設を４年間かけて造ったわけでございますけれども、ずっとその処理能力を上回って、いわ

ゆる昨年までは、海洋投入処分に頼らざるをえない状況できたわけでございますけど、下水道の

計画がですね、当初よりも今日の経済状況の低下も踏まえてなかなか計画どおり進まなかった、

こういうことが結果として随分おくれたと。しかしながら、１８年度から７６キロリットルに対

してですね、その以下におさまってきたというのが経緯でございます。 

  それからですね、１７年度に比べての減少の問題についてはですね、し尿については当然減量

というか減っておることについて、こちらの委託料も減っているわけであります。けれども、い

わゆる処理量の委託についてはですね、これは人件費とか電力とかそういうのについては若干、

いわゆる量が減ることによって比例するものがございますけれども、なかなかそうはいかないと

ころがたくさんございます。私たちは、一応、１７年、１８年にかけまして、薬品の、全体の薬

品がですね八千数百万ぐらいかかっていたわけでございますけれども、最近、こういった類似施

設が民間委託あるいは、包括的発注といった形での施設管理がふえているわけでございますけれ

ども、いろいろと研究しましてですね、いわゆる重油とか電力とかこんなんはあまり変化はない

んですけれども、薬品についてはやはり納入の仕方、入札するとかですね、いろんな形でのいわ

ゆる研究をしたからですね、結果的には１,０００万程度ですね、削減が図られるということで

ございます。これが一番大きな要因でございます。 

  それから、負担割合の件につきましては、これは私の方の立場からちょっと言いづらいという

か、十分説明、後の分担金の話にもかかわってくるわけなんでありますけれども、青山議員さん

が言われましたように、いわゆる４０数年来お互いにいろいろ協力し合いながら、共同してやっ

てきたわけでありますけれども、今日の大きな時代変化の中でやはりそういう事業をお互いやっ

ていける内容を、十分、財政課長さん含めて理事者と何回も何回も議論しながら、こういうふう

にやってきているということだけ報告させていただきます。 

  ちょっと公債費について、福田の方から。 

○福田主幹   青山議員さんのご質問でございますけれども、公債費のピークというお話でござ

います。既に、事前に配付をさせていただきました平成１８年度決算概要説明、お持ちでしたら

ごらんいただきたいんですが、この１５ページのところに起債返還の年次表ということで記載し

てございます。ちょっときょうは配付をしておりませんので、もしお持ちの方いらっしゃいまし

たら、事前に配布の決算概要説明の１５ページの方にありまして、平成９年から１２年の４カ年

の大谷処理場更新工事にかかります残金及び利子が、平成１０年度から発生をしております。ま

た、先ほど申しましたように、水源地分としまして、平成１４年に施工しました利子分が平成１

５年から、また元金の方は平成１７年度から発生をしておりまして、この合計欄、一番右端のと

ころのですね、平成１０年から順番に元金、利子、計というのがありますが、この計の３段目を
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ずっと見ていただきますと、平成１７年度２億５,７００万７,７５２円となってございまして、

この同じ額がずっと平成２４年まで、ですから８年間、この平成１７から平成２４年までがピー

クとなってございますので、今、まさに起債償還のピークを迎えているということでございます

ので、ご理解いただきたいと思います。なお、返済の方法につきましては、先ほど申したとおり

でございます。 

  あと、各それぞれの不用額の関係でございますけれども、いいですか、失礼します。 

○議長   ほかにございませんか。どうぞ。 

○木村代表理事  分担金等につきましては、我々１年半ほどかけて議論をしてきたところでござ

います。当然１つの町が６万７,０００人を超える町があり、あるいは２,０００人を切る町があ

り、こういった広域事業をスタートするときには、それ程大きな人口差はあったことには違いあ

りませんけれども、それもなかった時代ですけれども、こういう時代を迎えることによって、そ

れぞれ地方財政もいろんな面で影響してきているということの中で、ぜひともこの際、みんなで

見直しということで努めていきたいところでございます。今、おっしゃられるように、人口減の

激しいところにも人口がふえる地域の方々のやっぱりいろんな配慮がそこで起きてくることも、

当然の時代だということで、そういうことも含めて、今後の広域行政のあり方を議論をし、後ほ

どお願いします内容にもそういう方向を出していただきたいということでございます。当然、こ

れからもですね、そういう面に十分配慮しつつ広域行政を進めていきたいとこういうふうに思い

ます。 

  終わります。 

○議長  ほかに。 

  酒井議員。 

○３番酒井議員  初めでですので、先輩議員には何かと思われることなのかもしれませんが、３

点質問します。８ページです。失礼、一般会計関係の資料です。そこの８ページの中に議長交際

費、それから代表理事交際費という項目があります。金額的には大きな額ではないんですが、執

行額が随分と差があるんだなということで、これはどういう、どんなもんなんかという疑問があ

りますので、代表理事の交際費何円、議長の交際費がいくらということが、ありましたら。 

  続けて１０ページです。１０ページの下の方ですが、清掃総務費の中で保険料とおっしゃった

点で、下から２段目ですが、執行４７万６,０００円、不用額が３８万円とあります。実に約半

分ほどの不用になっているんですが、これについては、予算の立て方が、まあ言うたら一般的に

見通しが甘かったのか、それとも何か特別な事情があったものなのか、それも１つお聞きします。 

  それから３つ目ですが、１２ページに、１０ページ。衛生費の大きな項で、清掃総務費の部分

なんですけれども、ここでですね、例えば公債費にもかかわってくる水源地の改築が、改築工事

が行われたと。それで、水については加茂町から引いているという話だと思うんですけれども、

例えばそれの経費等、細かいことを言いますけれども、経費等はこの表の中に出てこないと思う
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ので、水の使用料なり地区に対する謝礼なり、いかほどのものなのか、それの数字を教えていた

だきたい。 

○議長   事務局、どうぞ。 

○林事務局長   酒井議員さんのご質問にお答えします。 

  まず、議長、代表理事の交際費の関係でございます。これは広域に関係いたします理事会また

は議員さん、それぞれにご不幸がございました場合にしきびを５,０００円ずつですけれども出

していただきます。その関係の分と、こういうことでございます。 

  それからですね、昨年度では、西上議長さんのお母さん、それから。 

○木村代表理事   名前はええわ。 

○林事務局長   金額が５,０００円でございます。 

  それからですね、水源地の管理の問題でございます。これについては電気代は当然かかります

けれども、地区への謝礼、こういうものはございません。また水道代ということでありますけれ

ど、これは地下を吸い上げていますので、この水道代はございません。 

  以上です。 

○福田主幹   酒井議員さんのご質問の中で１０ページでございますけれども、衛生費の清掃総

務費の不用額が３８万６,３５０円、大きく不用額が出ておりますですけれども、この関係のご

質問だと思います。執行の方は先ほど申しましたように、大谷処理場の保険ということを言いま

したが、その３８万６,３５０円の主な内容につきましては、１１節需用費で３６万９７０円と

いうことでなっております。それは、くみ取り券印刷を３６万円計上したわけですが、今年度は

印刷をしなかった。これは、やはり会計の年度もありますし、またくみ取り量の減を見まして、

まだ刷らなくても残があったということ、いろいろとタイミングを見計らって執行を考えていた

わけですけれども、結果的に１８年度中予算では計上させていただきましたが、執行、し尿くみ

取り券の印刷を執行しなかったためということでございますので、ご理解をいただきたいと思い

ます。 

○議長   はい、どうぞ。酒井議員。 

○３番酒井議員   あの、今の説明で大体わかりましたが、交際費に関してだけは今後資料とし

て何件、数字ぐらいは出していただきたいと思います。地元、代表理事が多いのは当然だと思う

んですけど、交際費の関係上。議長との差がちょっとこんなにあるんかなと思ったということで

す。 

  以上です。 

○議長   北議員、どうぞ。 

○１３番北議員   １３番北でございますけれども、ちょっとようわからへんのんですけども、

まずちょっとだけ感じたことで、特別会計歳入歳出決算認定ということで８ページ、７億円の基

金がありますね。この一般会計の歳入歳出の中で１１ページでございますが、公債費として２億
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３,５７３万円の利子を払っている。この中で先ほどの監査報告の中で４ページですが、５年定

期の０.１８％とあるんですけれども、これは７億もお金を持っているという話ですが、高いお

金を借りて安い金利をいただいているということでこれで満足しておられるのかということを私

は何回も言っておるんですけれども、１.２５％がいいとか悪いとか言いませんけれども、これ

もし仮に南都銀行さんに預けているのであれば、恐らく、確か１,０００万円、もし仮にですよ、

仮におつぶれになったら。確か１,０００万しか返していただけないというような中で、それじ

ゃ、私がやっている団体の中では、これは一応、国債というものに手をつけている。国債になっ

たら１.８から２点何ぼですね。ほなら、かなりそれの方が有利じゃないかな、やっぱりお金を

預けるのであれば高い金利のうちの基金残高ようけあるのに、これ安い金利をいただいて預けて

いる。それでは、ちょっと変だと思うんですけど、できたらお考えなどを管理者の方でお聞かせ

願えたら。 

○議長   事務局、どうぞ。 

○林事務局長   北議員さんのご質問にご答弁します。 

  基本的にですが、このふるさと市町村圏の７億についての話と、公債費、借金さっきの話は、

ちょっと別の話になります。これは平成４年には、ふるさと市町村圏、総務省が広域的課題を解

決しようということで、その当時政府がいろんなですね、市町村で６億３,０００万、京都府が

７,０００万で、計７億ほどですね、基金を、いわゆる積み立てされております。積み立ててい

ろんな当時だったら１.２％、１.３％、年間に１,２００万ほどの金利もついた時代がございまし

たけれども、その金利を活用していろんなソフト事業をしたらどうですかと、こういうふうな事

業の計画でございます。 

○１３番北議員   それはわかっとるねん。 

○林事務局長   はい、ああそうですか。それで、そのことについては本日まで非常に普通金利

が非常に減少してきまして、年間１１２万ですか、程度の金利しかない時代が続いていたわけで

ありますけれども、昨年、いわゆる金利が若干上がりましてね、これで活用していこうというこ

とで、今回、北議員のおっしゃりましたけれども、非常に四、五年前は金融機関の問題がござい

ましたけれども、今日的には大丈夫であるということで、理事会とも何回も相談して、財政課長

とも何回も協議しながらですね、それやったら定期にしていこうということになったところでご

ざいます。以上です。 

○議長   北議員、どうぞ。 

○１３番北議員   私の聞きたいのは、７億というその基金では実際取り崩ししていない、どう

いう種類のもんですかというのをちょっとお聞きしたかったのと、しかしこの中でですね、普通

運用ということで幾らかされていますね。１,０００万ですね。それに対しては国が潰れん限り、

国債というのはええと思うんやけど、一応、そうなさったらどうですかということで、だから私、

事務局に聞いているんではなしに、代表理事にお聞きしておるんです。 
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○議長   代表理事どうぞ。 

○木村代表理事   先ほど、事務局から説明をしましたけれども、当然原資を置くということに

は一定の制約がありますので、もちろん、それは、広域事業以前にですね、ふるさと創生でそれ

ぞれ全国市町村に１億円ずつですね、お金が出たときがありますね。そういうときにですね、そ

れぞれ広域圏でも広域事業を進める上において、単独の町でいろいろするよりも広域行政の中で

やった方がより効果的だというようなことも含めて、ソフト事業も含めてやれるならそういう基

金の積み立てて、ソフト事業を中心にということで今日まできているわけです。それで、「相楽

ふるさと塾」もまさにそういうことなんですけれども。 

○１３番北議員   それから事業に使えるお金と、ようするに取り崩せないというのと、やはり

どこかの事業に使われてね。それで国債を買われたら１.８から２つきますよということでお考

えなさったらどうですかというのを、私は話しているんです。 

○木村代表理事   提案を否定するものではありませんけれども。今回これにつきましては、い

ろいろ金融機関とも、おたくの銀行はどれだけ金利があるというようなこともやりながら、調整

やりながら、そして高いところに預けかえましたということで。当然、満期が来るまでに金利の

高いところがあれば、解約した、預けがえをしたということもありますんで、その差益だけでこ

れだけのお金が、利子が出たということです。 

○議長   ほかに。はい、どうぞ。 

○松尾収入役   収入役の松尾でございます。ただいまの運用の件でございますが、今、代表理

事の方からの説明に補足させていただきたい。まず、議員ご質問の国債の件でございますが、こ

の国債購入につきましては、国債をですね、こういったときには、長期間、そのまま、とめ置き

されます。 

○１３番北議員   されません。 

○松尾収入役   この部分については、運用益でございますので、毎年総預金の金利で運営をし

ているという性格を持っておりますので。 

○１３番北議員   毎年入ってきます、国債も運用益が。 

○松尾収入役   ということで。 

○１３番北議員   国債のこと知らんの。 

○議長   ちょっと北議員、先こっちの、収入役の方の答弁を聞いてから、まとめておっしゃっ

てください。 

○１３番北議員   はい。 

○松尾収入役   そういう観点から、一応、基金の運用というのを考えておりまして、これは従

前からの今日まで本会計につきましては、そういうふうな運用をとってきたという経過もござい

ますので、昨年度においてもそういう経過で利息の、特に金利が、ゼロ金利から後ですね、それ

ぞれ金融機関の方において利率がそれぞれ引き上げされるということでございますので、競争し
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ていただいた上で預金をしていこうとこういうことで進めております。 

  以上です。 

○議長   北議員どうぞ。 

○１３番北議員   よろしいわ。ただし私の言いたいのはね、国債といえども１年国債もあれば

１０年国債もあるよと、３年であろうと５年であろうと、元金は保証されます。それと、毎年必

ず入ってきます。何年に一遍というあれはありません。ちょっと勉強なさってください。 

○議長   事務局長、答弁願います。 

○林事務局長   北議員さんの提案的なご意見をいただいたところです。あのですね、これふる

さと市町村圏、平成１１年度にはですね、１８０件ですね、それが現在１４２ということで２割

ほど減ったということですけれども、いわゆるその市町村合併によって圏域そのものが１つの市

になったということで、その場合はいわゆる問題がないんですね。ところが、いろいろ合併のパ

ターンがございまして、圏域がそのまま残ってるですね、場合においてはその基金については、

いわゆるその取り崩しをしない、そういうことはできないということが基本的なことです。ただ

し、我々いろいろ調査をしていましたら、いわゆる例えば大分、焼却場造りましょうとか、ある

いはし尿処理施設を改修しましょうとか、こういう同じ圏域で共同の利益については幾つかの例

がありますよというふうなことは聞いております。ただしそれも、我々財政担当なり理事者の方

がですね、当面この圏域でやっていこうということでございます。したがって、将来的にはまた

話、ご提案がございますけれども、それは、私は、多分活用の用途が、多分可能ではないかなと

このように思っています。 

  以上です。 

○議長   よろしいか。 

  ほかにございませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長  これで質疑を終わります。 

  これより討論を行います。 

  討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長  討論なしと認めます。 

  これより採決を行います。 

  採決は１件ごとに行います。 

  まず、認定第１号 平成１８年度相楽郡広域事務組合一般会計歳入歳出決算認定の件を採決い

たします。 

  採決は挙手によって行います。 

  原案のとおり認定することに賛成の方は挙手を願います。 
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（全員挙手） 

○議長   ありがとうございます。 

  挙手全員であります。 

  よって、認定第１号 平成１８年度相楽郡広域事務組合一般会計歳入歳出決算認定の件は原案

のとおり認定されました。 

  次に、認定第２号 平成１８年度相楽地区ふるさと市町村圏振興事業特別会計歳入歳出決算認

定の件の採決を行います。 

  この採決は挙手によって行います。 

  原案のとおり認定することに賛成の方は挙手を願います。 

（全員挙手） 

○議長   ありがとうございます。 

  挙手全員であります。 

  よって、認定第２号 平成１８年度相楽地区ふるさと市町村圏振興事業特別会計歳入歳出決算

認定の件は、原案のとおり認定されました。 

  日程第７ 議案第１３号 職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部改正についての条例の

件を議題といたします。 

  議案の朗読を省略し、直ちに代表理事の提案理由の説明を求めます。 

  木村代表理事、どうぞ。 

○木村代表理事   それでは、１３号議案を提案させていただきます。 

  議案第１３号 職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する条例について。 

  職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する条例を、別添のとおり定めます。 

  平成１９年１１月１９日提出。 

                           相楽郡広域事務組合代表理事 

  提案理由でございます。国家公務員においては、平成１８年７月１日以降、休憩時間が改正さ

れ、休息時間が廃止されたところであり、当組合におきましても、国家公務員に準じて休憩時間

を改正し、休息時間を廃止するため改正するものであります。 

  なお、本条例の施行日は、平成２０年４月１日とします。 

  ご審議の上、原案のとおり可決賜りますようお願い申し上げます。 

  終わります。 

○議長   議案の提案理由の説明が終わりましたので、これより質疑を行います。 

  質疑はありませんか。 

  酒井議員どうぞ。 

○３番酒井議員   ３番の酒井です。２点。 

  １点は、相楽の現在の５市町村、勤務協定の変更状況はどうなっているのか。実際は、このよ
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うな内容で変更が行われたところと行われていないところと現実にあると思いますので、その実

情を質問します。 

  ２つ目は、この人勧の内容そのものは、民間準拠ということが精神になっています。一方、民

間準拠している民間ですが、いわゆる退所時刻といいますか、企業とよべるいわゆる勤務の終了

時刻は、私は５時半ではないと思うんですが、実情はどうなんでしょうか、その２点です。 

○議長   はい、事務局長、答弁願います。 

○林事務局長   酒井議員さんのご質問に答弁させていただきます。 

  まず第１点目の郡内の現状でございますけれども、私が現在時点で把握をしておりますのは、

市町村関係については、精華町さんだけがまだ実施されていません。それ以外については全部実

施されています。一部事務組合については、中部消防、それから病院については実施されている。

それ以外の団体については、今後、我々もそうですけれども、今回の議題に提案させていただい

たというふうに把握しています。 

  それから人勧の話でございますけれども、基本的に非常に今日の公務員が置かれている状況と

いうのは非常に厳しいというんですか、いわゆる国民世論が厳しい声がございます。率直に言い

まして。従前、いわゆる休憩、休息というような定義でいわゆるご承知のように休憩はいわゆる

給与がないというのでございます。休息については、いわゆる給与がつくということでございま

す。したがいまして、民間でしたらですね、１時間働いて、いわゆる公務員は事務の職場ですけ

れども、常駐しなければなりませんので、基本としては各職員ごとに順番に、１５分いわゆる休

憩をとるというような形できたわけなんです。それが今日的には民間準拠とかこれはいろいろと

問題が多いということで、多くの場合１２時００分から１２時１５分まで１５分間、休息時間を

とっていました。 

○３番酒井議員   もう少し説明をお願いします。 

○林事務局長   そういうことで、今回５時半までになったということでございます。 

  なお、広域事務組合としましては、現行どおりですね、切りかえるという声もあったんですけ

れども、市町村関係で５時半まで残っている関係で、我々が５時１５分に帰るわけにいかないと

いうことで、今回の内容で改正するということです。 

  以上でございます。 

○３番酒井議員  質問に答えてもらっていません、質問に答えてください。 

○議長   暫時休憩します。 

（暫時休憩） 

○議長   それでは再開いたします。 

  局長、答弁願います。 

○林事務局長   酒井議員さんのご質問にお答えします。 

  先ほどの答弁ができませんで、申しわけありません。 
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  民間は５時半に帰っておるかというご質問でございまして、これはいろいろ民間企業によって

それぞれ実態は違うと思います。ただ我々は、国家公務員並びに地方公務員の労働時間の問題で

ですね。 

（テープ交換） 

勤務時間は、自動的に８時間になりますので、就業が５時半になります。こういうことでござ

います。 

○議長   酒井議員、どうぞ。 

○３番酒井議員   再度すみません。 

  今、ご答弁では民間はさまざまで違うとおっしゃったんですが、私はそうではないと思います。

民間事業の実態は当然さまざまなのは当たり前だと思います。しかも最近はややこしい派遣とか、

派遣じゃないわ請負とかいろいろありますから、それはわかるんですが、民間においても拘束時

刻はいつまでかというのははっきりしているはずなんです。だからわからない、違うということ

はないと思います。それだけ言わせてください。 

○議長   ほかにございませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長   これで質疑を終わります。 

  討論を省略してお諮りすることにご異議ございませんか。 

○３番酒井議員   討論あります。 

○議長   討論を行います。 

  まず、原案に反対の発言を許します。 

  酒井議員、どうぞ。 

○３番酒井議員   この議案１３号に反対の立場から討論を行いますが、実は今も申されたよう

に、職員、公務員の勤務時刻については、民間も含めてあまり実態が周知されていないという中

での協議になっておる議案になっているということをまず指摘しておきたいと思います。 

  木津川市におきましては、この件が人勧のどう具体化しているかということについては、合併

直前の時期ということもありまして、合併３町によって随分と対応が違いました。３つのうち、

中には全職員に相談、その理事者からの提案を周知、それから論議する間なく即決という形で変

更されたり、それからある自治体では、態度表明のないままに合併になって実情が決まっていた

と、提案どおり決まっていったというそういう経過もあります。提案の方向は、変更の方向は今

提案されている内容です。休息をなしにして５時半まで勤務というそういう取り組みでした。 

それから、先ほど質疑をしました郡内の５市町村によって実態状態はどうか。確かに精華町は

していない、変更されていません。５時１５分が勤務時間です。職員の。それからもう１点、名

前を上げますが、南山城村においても規則は変更されたようですけれども、職員の勤務条例につ

いては変更されていません。５時１５分のままです。そういう違いがあるということを、まず指
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摘しておきたいと思います。 

  それで、先ほども発言の中でありましたが、答弁の中でありましたが、公務員バッシングが非

常に強いわけです。そういうときに、公務員職を守るという姿勢を、やはり行政理事者は持つべ

きじゃないかということを１つ思います。先ほど申しました精華町にしても、南山城村の実態、

私は正確にわかりませんけれども、やはり変更がされたとか、されていないとかいうことにつき

ましては、やはり職員団体並びに理事者のそれぞれの思いが反映されて、変更されたところと変

更されないところとが実際あるという、そういうことじゃないかと思います。先ほど申しました

が、民間のいわゆる会社員の拘束時刻は、勤務時間が７時間３０分といわゆる休憩休息の関係が

あるんですが、８時半始まりで５時１５分です。先ほど答弁出ませんでしたけれども、それが基

本です。で、しかも国の人勧は目まぐるしい、やはり揺れを起こしておりまして、来年度、

２０年度の人勧では公務員においても民間準拠に戻すという、昨年からの趣旨にのっとって、民

間の５時１５分に拘束時刻を戻すべきだというそういう人勧が予想されるということも聞いてい

ます。だから、当組合におきましても、職員の勤務時刻については、もし５時半に今変更したと

して、また来年２０年度で５時１５分に戻すとかいう話が起こり得るわけです。そういうことが

予想されまして、相楽管内の実態も差がある実情から、現状とめ置くのが上策ではないかという

そういう意見を持ちまして、反対したいと思います。 

○議長   原案に賛成の発言を許します。 

  なければ討論を終わります。 

  これより採決を行います。 

  議案第１３号 職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部改正にする条例の件を採決します。 

  この採決は挙手によって行います。 

  原案のとおり決定することに賛成の方は挙手を願います。 

（多数挙手） 

○議長   ありがとうございます。 

  挙手多数であります。 

  よって、議案第１３号 職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する条例の件は、

原案のとおり可決されました。 

  日程第８ 議案第１４号 相楽郡広域事務組合議会の議員その他非常勤の職員の公務災害補償

等に関する条例の一部を改正する条例の件及び議案第１５号 相楽郡広域事務組合特別職の職員

で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部改正する条例の件を一括して議題といた

します。 

  議案の朗読を省略し、直ちに代表理事より提案理由の説明を求めます。 

  木村代表理事、どうぞ。 

○木村代表理事   それでは、議案第１４号と１５号、関連しておりますので一括して提案をさ
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せていただきます。 

  議案第１４号 相楽郡広域事務組合議会の議員その他非常勤の職員の公務災害補償に関する条

例の一部を改正する条例について。 

  相楽郡広域事務組合議会の議員その他非常勤の職員の公務災害補償等に関する条例の一部を改

正する条例を別添のとおり定めるものでございます。 

  平成１９年１１月１９日提出。 

                           相楽郡広域事務組合代表理事 

  続いて、議案第１５号 相楽郡広域事務組合特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償

に関する条例の一部を改正する条例について。 

  相楽郡広域事務組合特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改

正する条例を、別添のとおり定めます。 

  提案理由でございます。地方自治法が改正され、収入役制度が廃止になり、相楽郡広域事務組

合規約の変更に伴いまして、会計管理者が設置されたことによりまして提案するものでございま

す。 

  議案第１４号では、第２条中「収入役」を削るものであります。 

また、附則第１項としまして、この条例は公布の日から施行する。附則第２項としましては、

この条例の施行の際、現に組合の収入役の職にある者は、その任期中に限り、なお従前の例によ

り在職するものとするというものでございます。 

  続きまして、議案第１５号では、第３条第３項中「収入役」を削り、別表中の「収入役年額３

万６,０００円」を削除するものであります。 

附則第１項としまして、この条例は公布の日から施行する。附則第２項としましては、この条

例の施行の際、現に組合の収入役の職にある者は、その任期中に限り、なお従前の例により在職

するものとするということでございます。 

  ご審議の上、原案のとおり可決賜りますようお願い申し上げます。 

  以上でございます。 

○議長   提案理由の説明が終わりましたので、これより質疑を行います。 

（「なし」の声あり） 

○議長   これで質疑を終わります。 

  これより討論を行います。 

（「なし」の声あり） 

○議長   討論を終わります。 

  これより採決を行います。 

  採決は１件ごとに行います。 

  まず、議案第１４号 相楽郡広域事務組合議会議員その他非常勤職員の公務災害補償等に関す
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る条例の一部を改正する条例の件を採決いたします。 

  採決は挙手によって行います。 

  原案のとおり決定することに賛成の方は挙手を願います。 

（全員挙手） 

○議長   ありがとうございます。 

  挙手全員であります。 

  よって、議案第１４号 相楽郡広域事務組合議会の議員その他の非常勤の職員の公務災害補償

等に関する条例の一部を改正する条例の件は、原案のとおり可決されました。 

  次に、議案第１５号 相楽郡広域事務組合特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に

関する条例の一部を改正する条例の件を採決いたします。 

  採決は挙手によって行います。 

  原案のとおり決することに賛成の方は、挙手を願います。 

（全員挙手） 

○議長   ありがとうございます。 

  挙手全員であります。 

  よって、議案第１５号 相楽郡広域事務組合特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償

に関する条例の一部を改正する条例の件は、原案のとおり可決されました。 

  日程第９ 議案第１６号 相楽郡広域事務組合職員の給与に関する条例の一部を改正する条例

の件を議題といたします。 

  議案の朗読を省略し、直ちに代表理事により提案理由の説明を求めます。 

  木村代表理事、どうぞ。 

○木村代表理事   それでは、議案第１６号を提案させていただきます。 

  議案第１６号 相楽郡広域事務組合職員の給与に関する条例の一部を改正する条例について。 

  相楽郡広域事務組合職員の給与に関する条例の一部を改正する条例を、別添のとおり定めるも

のであります。 

  平成１９年１１月１９日提出。 

                           相楽郡広域事務組合代表理事 

  提案理由でございます。当組合の給与に関しましては、国家公務員の一般職の給与に関する法

律に基づき条例を定めており、国においては人事院勧告に対し指定職職員以外の職員については、

勧告どおり改定を行うものとされています。当組合でも、人事院勧告に準拠して給与改定を行っ

ており、今回も人事院勧告に基づいて改定するため提案するものでございます。 

  改正条例第１条では、第８条第３項の扶養手当については、現行の「６,０００円」から

「６,５００円」、第１８条第２項の勤勉手当については、現行の「１００分の７２.５」から１

２月に支給する勤勉手当は０.０５引き上げ、「１００分の７７.５」とするものであり、給料表
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につきましては、若年部分の一部を改正するものであります。 

なお、この内容は、平成１９年４月１日に遡及して適用するものでございます。 

  改正条例第２条では、第１８条第２項中「１００分の７７.５」を「１００分の７５」に改正

するものであります。 

なお、この内容は、平成２０年４月１日施行するものでございます。 

  よろしくご審議の上、原案のとおり可決賜りますようお願い申し上げます。 

  終わります。 

○議長   提案理由の説明が終わりましたので、これより質疑を行います。 

（「なし」の声あり） 

○議長   質疑終わります。 

  討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長   討論を省略して採決を行います。 

  議案第１６号 相楽郡広域事務組合職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の件を採決

します。 

  採決は挙手によって行います。 

  原案のとおり決することに賛成の方は挙手を願います。 

（多数挙手） 

○議長   ありがとうございます。 

  挙手多数であります。 

  よって、議案第１６号 相楽郡広域事務組合職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の

件は、原案のとおり可決されました。 

  日程第１０ 議案第１７号 相楽郡広域事務組合分担金条例の一部を改正する条例の件を議題

といたします。 

  議案の朗読を省略し、直ちに代表理事により提案理由の説明を求めます。 

  木村代表理事、どうぞ。 

○木村代表理事   それでは、議案第１７号を提案させていただきます。 

  議案第１７号、相楽郡広域事務組合分担金条例の一部を改正する条例について。 

  相楽郡広域事務組合分担金条例の一部を改正する条例を、別添のとおり定めます。 

  平成１９年１１月１９日提出。 

                           相楽郡広域事務組合代表理事 

  提案理由でございます。改正内容につきましては、受益に応じた負担を行うということを大前

提としており、経費を固定的経費、運営的経費に分類し、共通経費につきましては、現在の各事

務の処理に要する割合をもって按分し、負担していただくよう改正するものであります。 
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  なお、この条例は、平成２０年度分の分担金から適用するとするものでございます。 

  なお、事務局より補足説明をさせますので、よろしくご審議をいただき、原案のとおり可決を

賜りますようお願い申し上げます。 

○議長   事務局、説明願います。 

○福田主幹   事務局より補足の説明を申し上げます。 

  本条例の改正の理由といたしましては、先ほど代表理事が申したとおりでございますが、まず

その背景には、本年３月１２日、「木津川市」の誕生によりまして組合の組織団体に変更があっ

たことでございます。さらには、今後とも構成５市町村で大谷処理場また相楽会館を運営してい

かなければいけないこと、また相楽会館の施設におきましても、根本的な見直しがいる時期だと

いうことが背景でございます。 

  次に、相楽郡広域事務組合は昭和５６年に当時の衛生管理組合と町村事務組合、そして広域圏

協議会が事務の合理化から整理統合し、複合的一部事務組合として現在までし尿処理、会館管理、

地域づくりなど住民福祉に寄与してまいったところでございまして、これらの共同処理事務をす

るために、構成市町村から分担金をちょうだいしてやっているわけでございます。 

しかしながら、これまでの各市町村の分担割合が組合業務による市町村の受益に応じたものと

は完全になっていないことから、より受益に近い形での分担割合とするものであります。 

その際、完璧な分担割合を算定するのが本来ではあるものの、複合的一部事務組合という共同

で業務を処理している性質などからは、細部に及ぶ部分では相互扶助的な性質を有する考えもあ

ることから、分担金算定の事務的作業の簡素化からも、客観的に判断できる範囲での受益に応じ

た分担割合をしたところであります。 

  さて、「受益」の考え方でございますが、広域圏事業では、各市町村が対等な立場で行う各種

の業務実施を通じた各市町村へのまちづくりの波及であり、基本的には「構成団体数」であると

考えております。相楽会館業務につきましては、直接的な「受益」は相楽会館の利用であります。

しかしながら、厳密に各市町村ごとの利用者数の把握や算定は難しい面がございますので、「人

口」を使用割合とするのが妥当だと判断してございます。 

  最後にし尿処理業務における直接的な「受益」は、し尿の処理であります。しかしながら、業

務を処理する大きな前提といたしまして、大谷処理場の施設の設置がありまして、平成１３年度

に全面更新をしたときの市町村割合も極めて大きな直接的「受益」と判断をするものであります。 

したがいまして、今回の改正は、１点目には組合の運営にかかる経費の分担割合は、「受益」

に応じた負担をしていただく。２点目は、処理業務の複合化に伴う共通経費は、現時点での各事

務の処理に要する割合をもって各事業、広域圏、相楽会館、し尿処理に按分をすること。この２

つが今回の大きなポイントとなってございます。 

  また、各市町村とも財政状況が厳しい中、組合に対する分担金総額が大幅に変動、特に増額す

ることは理解ができないところもあるため、一定期間の経過措置を設けるなど、構成市町村への



 

31 

影響を極力抑制するための措置も講じたところでございます。 

  それでは、改正条例の内容をご説明申し上げます。 

  お手元の資料の３枚目、新旧対照表をもって説明をさせていただきたいと思います。 

  今回、第２条を全文改正することとなっております。第２条第１号は、広域圏業務に要する経

費であります。現行では市町村割１０％、人口割が９０％となっているものを改正後では固定的

経費、市町村割１００％、運営的経費、人口割１００％とするものです。広域圏業務は具体的に

はふるさと市町村圏計画の策定業務、政策のための市町村間の連絡調整にかかる業務、相楽ふる

さと塾の運営を初めとする、「ふるさと市町村圏振興事業」にかかる、我々職員の人件費などが

ございます。 

  第２号は、相楽会館の管理運営業務に要する経費であります。現行では市町村割１０％、人口

割が９０％でございます。平成１９年度予算額では、約３,３００万円ございまして、歳出項目

で申しますと、議会費、理事会費、事務局４人の人件費や相楽会館の維持管理費などを含みます

一般管理費、公平委員会費、監査委員費といわゆる組合を運営するための共通経費一切がこの相

楽会館で計上してきたところでございます。改正後は、相楽会館の管理業務にかかる経費を先ほ

どの広域圏と同じように改正するものでございます。 

  次に第３号では、し尿処理業務でございます。し尿処理業務のうち、公債費を除く部分ですが、

現行では市町村割が１０％、市町村搬入量実績割が９０％でありまして、改正後は大谷処理場に

要する経費を性質別に固定的経費と運営的経費に分類をいたしまして、さらに今後、起こり得る

大規模改修工事費とに分けるものであります。これは実際にし尿を処理する運営的な経費と、施

設の維持管理にかかるもの、さらには「責任負担の考え方」に基づくものを広域的な観点や中長

期的な視野、視点を取り入れまして改定した内容でございます。特に固定的経費では、平成１３

年度搬入予定量割、これは計画処理量割ですが５０％、平成１３年度からの搬入量実績による割

合５０％とするものです。例えば、平成２０年度、来年度の予算では、１３年度から２０年度ま

での８年間のトータルの搬入量の実績を基礎とすることになります。 

なお、現時点での固定的経費とは、施設の維持管理にかかるもので、施設の経常的な維持補修

費、施設管理費や組合共通費の約６６％でなどの経費でございます。 

運営的経費では、搬入量実績割１００％といたしまして、前年度の１月１日から当該年度の１

２月３１日までの間に大谷処理場へ搬入された市町村別のし尿及び浄化槽汚泥の搬入量とするも

のであります。 

  運営的経費については、施設の運転管理にかかるもので、処理場職員の人件費、薬品費、光熱

水費や焼却灰の運搬、処分などの経費でございます。また今後とも施設を維持管理する上での各

機器の耐用年数から判断いたしましても、大規模修繕は避けられない部分があることから、大規

模改修経費につきましてもその費用分担割を決めており、平成１３年度からの搬入量実績による

割合を１００％とするものであります。 
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現時点で考えております固定的経費、運営的経費の割合は、それぞれ３５％、６５％と考えて

おります。 

  次に、第４項では、大谷処理場の公債費に要する経費についてであります。現行では当該年度

の元利償還金の総額から交付税算入の額を差し引いた残りを、市町村割１０％、平成１３年度町

村搬入量実績割９０％としており、改正後では交付税一括算入を廃止いたし、各市町村への直接

算入とすることにより、当該年度の元利償還金の額を市町村割１０％、平成１３年度の町村搬入

量実績割９０％として、さらに木津川市の市町村割を７分の３、その他市町村はおのおの７分の

１の割合とするというものでございます。 

  恐れ入りますが、１枚戻っていただきまして、附則となっておりますが、附則の第１項では施

行期日をうたっておりまして、この条例は公布の日から施行し、平成２０年度分の分担金から適

用する。第２項といたしまして、平成２０年度から平成２３年度までの分担金の額の特例という

ことで、経過措置を設けております。今回の改正で急激な増減を避けるための調整を行うものに

なっております。 

  恐れ入りますが、本日お手元にお配りしましたＡ３の資料集の８ページをごらんいただきたい

と思います。 

このＡ３の８ページのところに「相楽郡広域事務組合分担金シミュレーション」についてとい

うことで載せさせていただいております。また９ページの方にはこのシミュレーションの考え方

に基づいてシミュレーションをした内容を書かさせていただいたものが９ページにあります。そ

の資料を簡単に説明をさせていただきたいと思います。 

  まず、８ページの方では、今回の分担金シミュレーションは次の条件で行うということになっ

てございます。１番といたしまして、分担金額の算出について。まず歳出項目を広域圏、相楽会

館、し尿処理、公債費というふうに４つに分類をします。さらにそれぞれの歳出を、先ほど申し

ました固定的経費また運営的経費というふうに分類をいたします。したがいまして、算出の分類

は①から⑧の８通りの分類をする形になります。 

また、固定的経費のうち、広域事務組合であります共通経費、ここに書いています経費につい

ては、現在の各事務に要する割合、先ほど代表理事も申しました割合において算出をしておりま

す。 

したがいまして、それをすることによって、広域圏・相楽会館分担金の総額が減少し、さらに

は大谷処理場にかかりますし尿処理分担金の総額が増加するということになります。 

  またシミュレーションを作成するに当たりましては、事務組合の行財政改革というのをまず念

頭に置いていますので、総額を１％減額をして算出をしております。また、２３年度、２９年度

には大谷処理場の関係で大規模修繕が必要というふうに考えておりまして、２３年度に大規模修

繕として２億円、２９年度には５億５,９５０万円を計上し、それぞれ計算をしたものでありま

す。 
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  また２番目には負担割合の算出に用いる数値、それぞれ決定条件を明記させていただいており

ます。 

  また３番目には歳入の充当ということで、歳出項目からそれぞれ歳入項目を差し引いた残りを

市町村分担金という形で計算をさせていただいております。より詳しく計算するために、歳入区

分につきましては、固定的経費、運営的経費の歳出額の割合に乗じて控除するというふうに、か

なり細かく計算をしたところでございます。 

  以上のような考え方をもって、９ページのシミュレーションを見ていただきたいと思います。 

  ここで平成２０年度から２４度の５年間、さらには２９年度のシミュレーションをしてござい

ます。この９ページの表は、小計という表になっておりまして、その前につけてはおりませんが、

広域圏、相楽会館、し尿処理というそれぞれの積み上げがございます。それを小計したものがこ

の９ページの資料でございます。 

  特徴的な市町村を例に挙げまして、説明をさせていただきたいと思います。 

  まず、平成２０年度の笠置町の分担金を例にとって説明させていただきます。笠置町の平成

２０年度現行欄１,７００万４,０００円でございます。改正後の分が１,６１８万３,０００円と

なります。増減額の方が、マイナスの８２万１ ,０００円、新しく条例改正後は８２万

１,０００円の減となるところであります。しかしながら、附則の方にあります経過措置、４年

間の激変緩和措置を講じますので、改正後から現行を考慮した８２万１,０００円の８０％を乗

じた額が６６万５,０００円になります。これがマイナスになりますので、一応、加算をした形

で現改正後額に６５万７,０００円を加算をして、１,６８４万円というふうに計算をするもので

あります。 

  次に精華町を例にさせていただきますが、精華町では現行では４,１３６万１,０００円、改正

後の条例では４,５５０万９,０００円となります。増減額が４１４万８,０００円の増となりまし

て、そのうちの８０％が３３１万９,０００円となります。ですから、一気に条例を経過措置な

くしますと精華町は４,１００万というところを４,５００万で４１４万８,０００円がいきなり上

がるところでございますが、緩和措置を設けてその８０％の３３１万９,０００円だけを控除し

て求めるものという形に。ですから、改正後から３３１万９,０００円を控除して経過措置後の

金額をしていますという形になっております。こういう形で２０年度から２３、２４年度まで５

カ年見ていただきたいと存じます。 

またさらには、２９年度、大規模修繕がある２９年度の増減額のところを見ていただきますと、

精華町が４,０８２万５,０００円という大きな増額になる。一方、木津川市、笠置町、和束町、

南山城村にあっては、それぞれ改正後の額のところに減額というふうなシミュレーションになる

ところでございます。 

  シミュレーションの説明は以上でございますが、先ほどから代表から提案説明がありましたよ

うに、今回、大きな改正を、分担金を改正するものであります。 
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  よろしくご検討を、よろしくお願いいたします。 

○議長   以上で、議案の提案理由の説明を終わりました。 

  議案提案理由の説明が終わりましたので、これより質疑を行います。 

（「なし」の声あり） 

○議長   なければ質疑を終わります。 

  これより討論を行います。 

  原案に反対の発言を許します。 

  坪井議員。 

○１１番坪井議員   失礼、言うとこ間違えました。 

（「なし」の声あり） 

○議長   討論を省略して採決を行います。 

  議案第１７号 相楽郡広域事務組合分担金条例の一部を改正する条例の件を採決します。 

  この採決は挙手によって行います。 

  原案のとおり決定することに賛成の方は挙手を願います。 

（多数挙手） 

○議長   挙手多数であります。 

  よって、議案第１７号 相楽郡広域事務組合分担金条例の一部を改正する条例の件は、原案の

とおり可決されました。 

  日程第１１ 議案第１８号 相楽郡広域事務組合廃棄物の処理及び清掃に関する条例の一部を

改正する条例の件を議題とします。 

  議案の朗読を省略し、直ちに代表理事より提案理由を求めます。 

  木村代表理事。 

○木村代表理事   それでは、議案第１８号を提案させていただきます。 

  議案第１８号、相楽郡広域事務組合廃棄物の処理及び清掃に関する条例の一部を改正する条例

について。 

  相楽郡広域事務組合廃棄物の処理及び清掃に関する条例の一部を改正する条例を、別添のとお

り定めます。 

  平成１９年１１月１９日提出。 

                           相楽郡広域事務組合代表理事 

  提案理由でございます。し尿くみ取り手数料につきましては、平成１３年４月１日から１０リ

ットル当たり１００円としております。平成１５年１２月、平成１８年８月の２回にわたり、構

成町村の衛生担当課長によります原価計算が算出され、今年度、衛生手数料等適正化委員会に対

し諮問を行い、１１０円が適正料金であるとの答申がなされ、理事会で慎重に審議しました結果、

その改定を平成２０年１０月１日からとすることで、本日ご提案させていただくものでございま
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す。 

  なお、事務局より補足説明をさせますので、ご審議の上、原案のとおり可決賜りますようお願

い申し上げます。 

○議長   事務局長、どうぞ。 

○林事務局長   ただいまの１８号議案につきまして、補足の説明をお願いします。 

  代表理事から申し上げましたように、現行の１００円に１０％、１０円を平成２０年１０月１

日から改定をしたいということでございます。 

  今回の改定につきまして、若干、１１月６日の説明会においても説明申し上げているところで

ありますが、重複しない範囲でご説明申し上げたいと思います。今まで、くみ取り料金の住民負

担の問題については各種いろいろご意見を伺っていたことと思います。今回の改正に当たりまし

て、適正化に当たりましてですね、理由を幾つか申し上げたいと思います。 

  現在のし尿の手数料につきましては、平成９年にいわゆる６７円から８０円に引き上げをされ

ました。それについては、過日の資料には詳しく申し上げているところでございます。このとき

もですね、改定のいわゆる業者の皆さんとの交渉協議の中でですね、非常に厳しいあるいはご議

論いろいろされたわけですけれども、その当時１０リットル１７４円が適正価格、料金であると

いうことが相互で確認をされですね、３年ごとに見直しをしまして、ようやく若干引き上げよう、

こういったことを当時の組合でご承認、代表理事から報告され、新聞紙上でも発表されたことで

す。しかしながら、その後ですね、３年半後、平成１３年４月から現行の１００円に改定をされ

たわけであります。そのときの条件としましては、計量に関係する、いわゆるメーターのついた

車を用意するとうようなことも附帯条件にされたところでございます。以来、今日まで約６年半

経過をしてですね、これまで毎年業者の方からも、要望はございましたけれども、ご承知のよう

に意見があったり、あるいは地方財政、住民生活の中で非常にこのこと自身がですね、検討する

ことに至らなかったわけでありますけれども、一昨年の１１月４日に基づきましてですね、十分

業者の意向も踏まえてですね、本来的に適正な価格はどうなのかということを検討して回答して

まいったわけです。その回答に基づきまして、今年度見直し作業をしまして各市町村長から委員

さんを代表していただきまして、また大学の公共政策の専門の先生にも入っていただきましてで

すね、今回、最終的に１１４円何ぼかの積算があったわけでございますけれども、実際に１１４

円が適当ではないかという答申を受けまして、最終的に理事会としても答申を十分に尊重してで

すね、来年１０月から十分住民の皆さんの意向も理解も含めて期間を設けて実施いただきたいと

いうことから、今回の内容ということです。 

今回の決定につきましてはですね、いわゆる原価方式というのをとっています。非常にですね、

公共工事でありましたら、積算基準とかありますけれど、収集運搬に関する基本的な基準という

のが明確なものがはっきり言ってございません。しかしながら、今日いろんな、いわゆるごみな

りですね、そういったものによりまして、民間委託が若干進んでいるけれども、私自身もいろい
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ろ経験を踏まえまして、そういった一定の業務をこなすために適正なものはどうなのかというこ

とを計算をしてまいったところでございます。 

今、思うにですね、収集運搬につきましては、業務の内容につきましては、人件費、それから

燃料費、消耗品。車の維持費、減価償却費、それから諸経費、それから消費税そういったところ

でございますけれども、現在４．２回往復するということでいわゆるバキューム車４．２回往復

する、これは平成９年当時に本来の郡内の管内としてし尿処理人口が多い時期でございましたけ

れども、これが当時の根拠でございます。これらを基本にして１,８００リットル、これを２４

５日間するということで、１０リットル当たりの単価を出しているものでございます。人件費に

つきましては、運転作業員、公共工事設計単価、これを平成１９年度版を計上しております。運

転手は１万４,６００円、作業については１万４,０００円と。ボーナス等については、いわゆる

公務員並のものの考え方であります。それから、軽油につきましては、１１月現在で、平成１９

年１０月現在１２０円を上げております。 

それから、減価償却の車の管理でありますけれども購入価格です。新車１台６３０万、それか

ら償却期間についてはですね、これは普通、車というのは５年になるんですけれども、この契約

がですね、いわゆる委託契約が３年の経過になりましたら償却分還元できるんですけれども、こ

うした料金改正に反映する場合についてはですね、それはできませんので、現在車を所有されて

いる自治体、運用されている平均をとらせていただきました。 

  それから諸経費につきましては、かなりいろんな考え方がございましたけれども、直接的経費、

あるいは間接的経費ということで、いわゆる事務所経費が大部分になると思いますけれども、こ

れを２０％充てているというところでございます。そういった結果が、今回の原価計算に基づき

ですね、適正化価格を私たちが住民説明できるようなコスト計算をしているところでございます。 

  それから、生活環境衛生関係ですね、公共下水道あるいは合併浄化槽、し尿くみ取り、こうい

った３つの形態がございます。その中でそれぞれのシステムなり運営の中身が全然違うわけでご

ざいますけれども、やはり生活衛生環境を向上していこうというんでは、一緒のことになります

けれど、それらの３つの方式、同じ大きな差がないようにと、あるいはご指摘をいただいている

ところでございます。 

  そしたら先ほどのですね、資料の７ページをちょっとごらんいただきます。 

  簡潔に答えます。それではですね、京都府下のですね、市町村の実態を調査いたしました。ご

みについては、単純な。 

（テープ反転） 

○議長   それでは、再開いたします。 

  提案理由の説明が終わりましたので、これより質疑に入ります。 

  ございませんか。 

（「なし」の声あり） 
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○９番山口議員   異議なかったら賛成でいくで。 

議長、こんなんで採決とられても構わへんか。当ててください。 

○議長   山口議員どうぞ。 

○９番山口議員   １つ提案ですのやけど、この重要な住民に対して、たとえ１０円でも負担を

かけるということは、物すごい重要な問題でございますので、この採決については、議運なり開

いてもらって、今後の対応策ということで、１つ検討お願いしたいなと思っていますので、よろ

しくお願いします。 

○議長   わかりました。 

  それでは、暫時休憩します。 

  議運を開きます。 

  先ほどのメンバーで。 

○９番山口議員  時間延長できますか。 

○議長   あと２件残っておりますので、会議規則第９条の規定に基づきまして午後５時までと

なっておりますが、２件の案件が終わるまで審議を行いますので、会議規則９条の第２項により

まして、変更いたしたいと思います。 

  暫時休憩します。 

（暫時休憩） 

○議長   それでは再開いたします。 

  先ほど、議運を開いていただきまして、こういう案件につきましては重要な案件でございます

ので、特別委員会を設置するということで全会一致で決まりましたので、特別委員会を設置いた

したいと思います。 

それで委員のメンバーは全員と、議員さん全員ということで、正副委員長の選考をしなければ

なりませんので、先ほどの議運のメンバーで選考をいたしたいなとかように考えてますので、議

運にお願いして決定していただいてもよろしいですか。 

○９番山口議員   それでええけどな、とりあえず、その特別委員会を設置していいんかどうか

だけでも聞いて。それを聞かんことには。 

○議長   それでは採決いたします。 

  特別委員会の設置の件につきまして、皆さんの同意を得たいと思いますが、採決、挙手でお願

いします。 

（全員挙手） 

○議長   はい、ありがとうございます。 

  そしたら、特別委員会を設置することに決定いたしました。 

  ここで正副委員長の選任をいたしたいと思います。 

  暫時休憩いたします。 
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○３番酒井議員   その前にちょっと質問させてください。 

○議長   はい、どうぞ。 

○３番酒井議員   休憩中ですか。 

○議長   暫時休憩します。 

  意見としてですか、どちらですか。 

○３番酒井議員   特別委員会の設置そのものは賛成なんですが、前提として１８号議案はいわ

ゆる棚上げと、採決をしないということなんですね。それの確認をお願いしたいんです。 

○議長   先ほど申し上げましたように、重要案件でありますので、特別委員会を設置していた

だきまして、特別委員会に付託をして議論を重ねていただいて、委員長報告によって、今後、期

間はありますので、そこで採決に移っていきたいということです。 

  継続審査になるわけです。 

（暫時休憩） 

○議長   それでは、再開いたします。 

  議会運営委員会において、選考をいたしました結果、委員長には和束町の山口勝己議員を、副

委員長には木津川市の山本喜章議員を選任いたしましたのでご報告いたします。 

○議長   採決いたします。 

  正副委員長につきまして、皆さんの同意を得たいと思いますが、採決、挙手でお願いします。 

（全員挙手） 

○議長   はい、ありがとうございます。 

  委員長には和束町の山口勝己議員を、副委員長には木津川市の山本喜章議員を選任することに

決定いたしました。 

（テープ途切れ） 

○議長   日程第１２、 議案第１９号、平成１９年度相楽郡広域事務組合一般会計補正予算

（第１号）の件を議題とします。 

議案の朗読を省略し、直ちに代表理事より提案理由の説明を求めます。木村代表理事 

○木村代表理事  それでは、議案第１９号を提案させていただきます。議案第１９号、平成１９

年度相楽郡広域事務組合一般会計補正予算（第１号）について 

平成１９年度相楽郡広域事務組合一般会計補正予算（第１号）を、別添のとおり定めま 

す。 

平成１９年１１月１９日提出 

相楽郡広域事務組合代表理事 

提案理由でございます。 

今回の補正は、歳入歳出それぞれ１５０万８千円を増額し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ６億

７，９８０万８千円とするものでございます。 
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まず、歳入でございますが、繰越金では、前年度繰越金の確定により１３３万８千円を増額する

こととし、預金利子を１７万円増額するものであります。 

次に、歳出でございますが、総務費の一般管理費で２５万７千円の増額、予備費で 

１２５万１千円を増額するものであります。 

よろしくご審議をいただき、原案のとおり可決賜りますようお願い申し上げます。 

○議長   提案理由の説明が終わりましたので、これより質疑を行います。 

（「なし」の声あり） 

○議長   これで質疑を終わります。 

  これより討論を行います。 

（「なし」の声あり） 

○議長   討論を終わります。 

  これより採決を行います。 

○議長   討論を終わります。 

  採決を行います。 

  議案第１９号 平成１９年度相楽郡広域事務組合一般会計補正予算（第１号）の件を採決しま

す。 

  この採決は挙手によって行います。 

  原案のとおり決定することに賛成の方は、挙手を願います。 

（全員挙手） 

○議長   ありがとうございます。 

  挙手全員であります。 
  よって、議案第１９号 平成１９年度相楽郡広域事務組合一般会計補正予算（第１号）の件は、

原案のとおり可決いたしました。 
○９番山口議員 議長 
○議長   山口議員、どうぞ。 
○９番山口議員   この委員会案件ということで皆さんご承認をお願いいただきたいなと思いま

す。 
  先ほどの閉会中の継続審査ということで出したいと思っております。 

会議規則第３７条の規定より、申し出をいたします。 
１．事件 し尿くみ取り手数料について。２．理由 適正な手数料の料金改定について検討す

るため、適正な手数料の料金改正の実施時期を検討するため、全員をもちまして、審議をしたい

と思いますので、この文書を提出したいと思います。ということで、そのぐらいです。 
○議長   ただいま山口特別委員会委員長から閉会中の継続審査申出書が提出されましたので、

閉会中の継続審査をやっていただくということで、報告を申し上げます。 
  日程１３号に追加しておきます。 
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  ご異議ございませんね。 
（「異議なし」の声あり） 

○議長   ありがとうございました。 
  以上で、本日の日程は全部終了いたしました。 
  これをもちまして、平成１９年第２回相楽郡広域事務組合議会定例会を閉会いたします。 
  本日は、長時間にわたり、慎重なご審議を賜り大変ありがとうございました。 
  これから、各市町村議会定例会等で何かと慌ただしい時期を迎えておりまして、また寒さも日

増しに厳しくなってまいります。 
  議員の皆様及び理事者の皆様の今後のますますのご健勝とご活躍をご祈念申し上げ、本日は大

変ご苦労さまでございました。 
  ありがとうございました。 

（午後 ５時３０分 閉会） 
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